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次期「静岡市障がい者共生のまちづくり計画」骨子案について 

 

Ⅰ 今回ご意見を伺う内容 

今回、皆様にご意見を伺いたいと考えている内容は、以下のとおりです。 

（１）目次や掲載項目の追加、掲載場所の変更など、全体の枠組みに関すること 

（２）施策の体系（基本理念・基本目標・大分野・小分野）に関すること 

（３）数値目標の設定に係る考え方（具体的な目標値については次回以降を予定）   等 

 

Ⅱ 次回以降にご意見を伺う内容 

以下の項目に関しては、次回以降に事務局からの資料を提示した上で、改めてご意見をお伺させて

いただく予定です。 

（１）具体的な施策に関すること 

（２）数値目標の設定等に関すること 

（３）具体的なページのレイアウトに関すること 

 

Ⅲ その他関係機関における検討状況 

（１）静岡市障がい者共生のまちづくり計画策定等懇話会 

本骨子案について、意見の聴取を行う予定。 

（２）静岡市障害者施策推進協議会 

８月29日（火）に開催した第２回会議において、主に障がい者計画に関する内容について、

御意見をお伺いしました。 

 

 

→上記２つの期間における意見の集約結果は、次回会議において共有させていただく予定です。 

 

Ⅳ 資料の読み方 

 

 

 

・・・現時点で、事務局が検討している、次期計画における変更案・改善案を 

掲載しています。 

 

➤➤計画○ページ➤➤ ・・・現計画の該当ページを記載しています。 

資料と併せてご覧いただくことで、現計画での考え方などをご確

認いただけます。  

変 更 ！    〇〇〇～～～～～ 

 

資料 １ 
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Ⅴ 計画に定める項目の概要   ➤➤計画目次ページ➤➤ 

現計画（令和３～５年度） 次期計画における変更内容（案） 

第１章 計画策定に係る基本的事項 

１ 計画策定の趣旨 

２ 国の動向 

３ 計画の位置づけ 

４ 計画の対象 

５ 計画の期間 

 

 

現計画期間中の内容を追記 

内容を更新予定 

障がい“児”も対象であることを追記予定 

次期計画の期間に更新 

第２章 静岡市の障がい者施策等の状況 

１ 障害者手帳交付者数等の状況等 

２ 市民アンケート調査の結果【概要】 

３ 前計画の効果測定 

 

 

項目を削除し、大分野毎の現状分析で掲載 

 

第３章 計画の目指す方向性 

１ 計画の全体図 

２ 基本理念 

３ 基本目標 

４ ＳＤＧｓの推進 

５ 生涯活躍のまち静岡（ＣＣＲＣ）の推進 

 

６ 施策の体系 

７ 本計画を効果測定する成果目標の設定 

 

 

 

位置付けを「基本的視点」に変更 

 

CCRCの整備から時間が経っているため、等項

目からは削除予定 

第４章 分野別の施策について 

１ 権利擁護・理解促進 

２ 地域生活支援 

３ 医療・保健 

４ 生活環境 

５ 安全・安心 

６ 子ども 

７ 雇用・就労 

８ 文化活動・市民生活 

障害福祉サービス等の提供基盤の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 計画の推進 

 １ PDCAサイクルによる計画の推進 

２ 障がい者福祉施策に関係する会議体 
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Ⅵ 計画に定める各項目の内容について 

１ 計画策定に係る基本的事項  

１ －１ 計画策定の趣旨について ➤➤計画１ページ➤➤ 

 ○現計画に引き続き、以下のとおりとする予定です。 

(１)現計画（令和３～５年度）の期間満了に伴い、障がいのある人を取り巻く環境の変化や制度改

革に対応するため必要な改正を行うこと。 

(２)静岡市第４次総合計画における５大重点政策に掲げる「子どもの育ちと長寿を支えるまちの推

進」の実現のため、障がい児・者が心身ともに健康で自分らしく活躍し、暮らすことができる

まちづくりを目指すこと。 

(３)幅広い分野に対して横断的な視点により本市障がい者施策の基本的な方向性を定めること。 

 

１－２ 国の動向について ➤➤計画２～３ページ➤➤ 

○現計画に掲載されている内容に加え、令和２年度以降には、別紙１のような動きがありました。 

 

 

  

変 更 ！  別紙の事例のうち、掲載スぺ―スの範囲内で、特に本市施策に関連するものなどを 

中心に掲載予定です。 
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１－３ 計画の位置づけ ➤➤計画４ページ➤➤ 

 

 

 

 

  

 

変 更 ！  第３次総合計画の期間が令和４年度で満了し、令和５年度から第４次総合計

画が始まったこと等に伴い、内容を更新 

します。 
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１－４ 計画の対象 ➤➤計画５ページ➤➤ 

現計画と同様に、障がいの有無に関わらず、多様な個性を持ち、互いに尊重し、認め合い、支え合う

主体として静岡市に暮らす全ての市民とすることを考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現行計画の内容を踏襲しつつ、計画名が「静岡市障がい“者”共生のまちづくり計画」となってお

り、児・者共通の計画であることが伝わりづらいのではないかという意見をいただきました。 

障害者基本法においては、児・者の区別がないこと、他都市（静岡県・浜松市）の計画において

も、計画名に児・者を併記していないことから、計画名は従来のままとしつつ、当項目で障がい児も

対象となることを明記する予定です。 
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１－５ 計画の期間 ➤➤計画５ページ➤➤ 

○ 計画期間は、障がい者計画部分を令和６年度から令和10年度までの５年間、障がい福祉計画及び

障がい児福祉計画部分を令和６年度から令和８年度までの３年間とすることを検討しています。 

（平成30年度の障がい児福祉計画策定のタイミングから、障がい者計画・障がい福祉計画・障がい

児福祉計画を１本化していましたが、障がい者計画が国の障害者基本計画との計画期間のズレが

大きいこと等から、別に策定することを予定） 

 

 

 

  



7 

 

２ 静岡市の障害者施策等の状況について 

 

２－１ 障害者手帳交付者数等の状況 ➤➤計画６～11ページ➤➤ 

現計画に引き続き、以下の項目について掲載する予定です。 

（１）障害者手帳交付者数の推移 

（２）身体障害者手帳交付者の状況【種別、等級別、年齢別】 

（３）療育手帳交付者の状況【等級別、年齢別】 

（４）重症心身障がい児者の状況 

（５）精神障害者保健福祉手帳交付者の状況【等級別、精神通院医療費助成受給者数との関係】 

（６）通常学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒の状況 

（７）特定医療（指定難病）受給者の状況 

（８）障害福祉サービスの利用状況【支給決定者数、サービス別】 

（９）障がい児の状況 

（10）医療的ケアを必要とする人の状況 
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２－２ 前計画の効果測定 ➤➤計画16～17ページ➤➤ 

  現計画では、国の指針に基づき、令和５年度までにおける目標を下表のとおり定めま

した。達成状況は以下のとおりです。現計画と同様に、次期計画にも、以下の表に加

え、達成状況に関する分析を掲載する予定です。 

項目 
目標値 R4 実績 

国指針 本市設定 数値 達成見込 

【成果目標１】福祉施設の入所者の地域生活への移行 

 

(1)入所施設から地域での生活に移行
する人数 

34 人 25 人 14 人 未達成 

(2)入所施設を利用する人の減少数 10 人減 10 人減 29 人減 達成 

【成果目標２】精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築 

 

(1)入院後３か月以内に退院できる人
の割合 

69％ 69％ 81.0％ 達成 

(2)入院後６か月以内に退院できる人
の割合 

86％ 86％ 85.1％ 達成 

(3)入院後１年以内に退院できる人の
割合 

92％ 92％ 97.2％ 達成 

(4)精神病床における 1 年以上長期入
院者数 

10.6～
12.3 万人 

65 歳未満
：160 人 
65 歳以上
：193 人 

65 歳未満：
186 人 

65 歳以上：
234 人 

未達成 

【参考指標】退院後１年以内の地域に
おける平均生活日数 ○新  

316 日 
以上 

316 日 
以上 

最終年度
のみ測定 

－ 

【成果目標３】地域生活支援拠点等が有する機能の充実 

 (1)拠点の整備箇所数 １箇所 整備済み 整備済み 達成 

 (2)運用状況の検証・検討 年１回 年２回 年２回 達成 

【成果目標４】福祉施設から一般就労への移行等 

 

(1)就労移行支援事業所等を通じて一
般就労する人数 

150 人 150 人 93 人 未達成 

(2)就労移行支援事業所を通じて一般
就労する人数 ○新  

111 人 111 人 62 人 未達成 

(3)就労継続支援 A 型事業所を通じて
一般就労する人数 ○新  

24 人 24 人 19 人 未達成 

(4)就労継続支援 B型事業所を通じて
一般就労する人数 ○新  

15 人 15 人 10 人 未達成 

(5)就労移行支援事業所等を通じて一
般就労に移行する者のうち就労定着
支援事業を利用した人の割合 ○新  

70％ 70％ 31.2％ 未達成 

(6)就労移行率が８割以上の就労定着
支援事業所の割合 ○新  

70％ 70％ 
最終年度
のみ測定 

－ 
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項目 
目標値 R4 実績 

国指針 本市設定 数値 達成見込 

【成果目標５】障害児支援の提供体制の整備等 

 

(1)-1 児童発達支援センターの箇所数 確保 ３箇所 ２箇所 達成 

(1)-2 保育所等訪問支援の実施箇所数 確保 ３箇所 17 箇所 達成 

(2)主に重症心身障がい児を受け入れ
る児童発達支援の実施箇所数 

確保 ７箇所 ６箇所 未達成 

(3)主に重症心身障がい児を受け入れ
る放課後等デイサービスの実施箇所
数 

確保 ６箇所 ９箇所 達成 

(4)-1 医療的ケアを必要とする障がい
児支援のための協議の場の設置 

設置 設置済み 設置済み 達成 

(4)-2 医療的ケア児等に関するコーデ
ィネーターを配置 ○新  

確保 20 人 23 人 達成 

【成果目標６】相談支援体制の充実・強化等 ○新  

 
相談支援体制の充実・強化等に向けた
取組の実施体制を確保 

確保 確保 確保済み 達成 

【成果目標７】障害福祉サービス等の質を向上するための取組に係る体制の構築 ○新  

 
サービスの質の向上を図るための取組
に係る体制を構築 

体制構築 体制構築 
体制構築
済み 

達成 
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３ 計画の目指す方向性 

３－１ 基本理念 ➤➤計画20ページ➤➤ 

障害者基本法第１条（目的）及び静岡市第４次総合計画の横断的な視点の１つである「多文化共生の

推進」の理念に即して定めます。 

法は現行計画策定時点から変更がなく、総合計画の「多文化共生の推進」の考えは、第３次総合計画

重点プロジェクトの「共生」から考えを引き継いでいるものであり、方針自体には変更がないことから、

次期計画の基本理念は現行計画から継承します。 

※「共生都市」を計画名に合わせて「共生のまち」に変更 

 

障がいの有無に関わらず、相互に尊重し、支えあい、地域で安心して自分らしく暮らすことのでき

る「共生のまち」の実現 

 

３－２ 基本的視点 ➤➤計画21ページ➤➤ 

現計画では、「第５次障害者基本計画における各分野に共通する横断的視点」、「障害福祉サービス等

及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための基本的な指針の基本的理念」の内容を踏まえ、以

下の３つを基本的な視点としています。（基本的視点の考え方の詳細は、別紙２をご覧ください。） 

参考としているいずれにも部分的な改正はありましたが、根本的な考えの変更はないことから、現計

画の基本目標を継承して基本的指針とする予定です。 

 

≪基本的視点≫ 

（１）障がいの有無にかかわらず権利や意思を等しく尊重すること 

（２）社会生活におけるあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上させ、 

社会参加を支援すること 

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること 
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≪基本的視点の詳細部分の変更案≫ 

（１）障がいの有無にかかわらず権利や意思を等しく尊重すること 

障がいがあることによってできないことや、諦めなければならないことがあったり、気持ちや考え

を主張できず、自分の意思に関係なく、他人に決定されてしまうようなことがあってはいけません。 

障がいのある人を差別したり、虐待したり、障がいのある人に対して偏見を持ったりしないことは

もちろんですが、障がいのある人の求めに応じて、可能な限りサポートする姿勢も大切です。 

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上させ、社会参加を支

援すること 

障がいのある人が利用する福祉サービスはもちろん、障がいのない人も利用する様々なものを利

用しやすくするよう工夫や配慮を施すことで、障がいのある人が生活する上で感じている様々な困

難を解消し、さらに、読書環境の整備や、文化芸術等の多様な活動に参加する機会を確保し、障がい

のある人の生活の質や幸福感を向上させ、社会生活がより便利で豊かなものとなることを目指しま

す。 

バリアフリー化や情報アクセシビリティの向上等による環境整備と、障害者差別解消法に基づく

合理的配慮の提供を両輪として、アクセシビリティの向上を図ります。 

（３）多様なニーズに対応したサービスで地域生活を支援すること 

障がいのある人に対する支援は、障がいの範囲の拡大や医療技術の発展等によりますます多様化

しており、また、外見からは障がいと分からないことや、年齢や性別、環境と障がいとが複合的な原

因となることにより、二次的な困り感が生じることもあることから、多機関が連携しながら、多様な

施策により対応していくことが求められます。 

サービスや支援は、入所施設や病院ではなく、できるだけその人が生まれ、育ち、住み慣れた地域

で生活できるように充実させていきます。 

また、こうした体制を支える障害福祉人材の確保・定着に向けた取り組みをすすめていきます。 

 

「利用のしやすさ（アクセシビリティ）とは」 例えば・・・ 

 

○ 道や建物、公共サインがバリアフリー（ユニバーサルデザイン）化されており、障がいのある人も外出

しやすい。 

○ 見えない、聞こえない、難しい言葉遣いは理解しにくい等の障がいに対応した情報提供の方法や媒体が

用意されている。 

○ サービスの利用や支援を真に必要としている人が対象から外れたままにならないよう、制度の見直し等

が適切に行われている。    など 
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３－３ ＳＤＧｓの推進 ➤➤計画22ージ➤➤ 

現行計画の掲載内容をベースとして、本計画や関連事業とＳＤＧｓのかかわりについて計画内で明

記する予定です。 

 

３－４ 施策の体系 ➤➤計画24～25ページ➤➤ 

現計画と同様に、 

基本理念＞基本目標＞大分野＞小分野（柱）＞具体的な施策    とする予定です。 

 

３－５ 本計画を効果測定する成果目標の設定 ➤➤計画26～28ページ➤➤ 

現計画と同様に、国の指針に基づき定める予定です。記載項目は、別紙３をご覧ください。 
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4 分野別施策について ➤➤計画 31～160ページ➤➤ 

４－１ 大分野と小分野  

 

 

 

 

 

大分野 小分野（柱） 

１ 権利擁護・理解促進 

～認め合う・守る～ 

(1)障がいへの理解を深める活動の促進 

(2)ボランティア・NPO 等による協働の促進 

(3)障がいを理由とする差別の解消 

(4)意思疎通・意思決定の支援 

(5)虐待の防止 

２ 地域生活支援 

～支え合う・つなぐ～ 

(1)相談支援体制の充実 

(2)地域移行を推進するための支援 

(3)日常生活を支援するためのサービスの充実 

(4)経済的な支援の充実 

(5)人材の確保・定着と資質の向上 

(6)将来の生活を考えるための支援 

３ 医療・保健 

～健康を保つ～ 

(1)障がいに配慮した地域医療の提供 

(2)リハビリテーション支援の推進 

(3)医療費助成の実施 

４ 生活環境 

～暮らす～ 

(1)地域における住居の確保 

(2)外出支援の充実 

(3)まちのユニバーサルデザインの充実・バリアフリーの

充実 

５ 安全・安心 

～備える～ 

(1)防災・防犯意識の向上と備えの推進 

(2)災害時等における支援体制の充実 

６ 子ども 

～育てる・学ぶ～ 

(1)障がいの早期発見・早期支援 

(2)医療的ケアを必要とする障がい児等の支援 

(3)学校教育における障がい児の支援 

７ 雇用・就労 

～働く～ 

(1)就労につなげ、支える支援の充実 

(2)本人の状況や希望、環境の変化に応じた就労の場の確

保 

(3)福祉的就労における工賃向上の支援 

８ 文化活動・市民生活 

～楽しむ・参加する～ 

(1)文化・スポーツ等を通じた社会参加の推進 

(2)生涯を通じた多様な学習・文化活動の機会の提供 

(3)行政におけるサービスの利用のしやすさの向上 

 

変 更 ！ 次期計画における「大分野」「小分野」については、以下の案を検討してい 

ます。 

項目の内容は一部のみ変更して基本的には継承する予定です。 
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４－２ 障害福祉サービス等の提供基盤の整備について ➤➤計画157～159ページ➤➤ 

国の指針に基づき、障害福祉サービス等事業所の事業所数・定員数「のR5.3月時点の状況」及び「次

期計画期間中のサービス利用の増加に伴いR8年度までに新たに必要になる量を設定します。 

 

５ 計画の推進 

５－１ PDCAサイクルによる計画の推進 ➤➤計画161ページ➤➤ 

現計画に引き続き、1年単位でPDCAサイクルを回していくことを検討しています。 

 

５－２ 障がい者福祉施策に関係する会議体 ➤➤計画162ページ➤➤ 

現計画と同様に、計画末尾に掲載する予定です。 

 

Ⅶ その他計画全体に関すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変 更 ！ 「１－５ 計画の期間」でも掲載したとおり、「障がい者計画」と「障がい福祉計画・

障がい児福祉計画」を一本化したうえでの策定をとりやめ、２つの計画に分割するこ

とを検討しています。 

各計画間での施策の考え方や事業の関連が分かりやすいよう、施策の体系等は共通

の項目とする予定です。 

「障がい福祉計画・障がい児福祉計画」は、「障がい者計画」の目標を実現するた

めの実行計画に類する位置付けとすることを検討しています。 


